
















ASEANにおける ASEAN自由貿易地域（ASEAN Free Trade Area: AFTA）や中国のWTO加盟
（2001年），東アジア諸国による自由貿易協定（Free Trade Agreement: FTA）や経済連携協定（Eco-







































による顕示的比較優位指数（Revealed Comparative Advantage，RCA指数）や Grubel and Lloyd














対象年次が産業連関表が利用可能な 3時点（2005, 2008, 2009年）に限られていること（2015年 4
月現在），対象国・地域が主として欧米先進国であり東アジア諸国が一部しか含まれていない
こと，品目分類が国際標準産業分類（International Standard of Industrial Classification: ISIC）であり
一般的に用いられる HS（Harmonized Commodity Description Coding System）や SITC（Standard In-
ternational Trade Classification）といった貿易品目分類とは異なっていること，計測されている品
目数が少ない（ 9品目）といった点で，他のデータベースとは異なっている。
　世界銀行がWorld Integrated Trade Solution（WITS）の一部として作成 ･公表している RCA
指数は，対象期間や対象国・地域については最も包括的かつ汎用性の高いデータベースと考え



























対象期間 1970-2010 2005, 2008, 2009 1988-2013 1962-2000 1995-2013
対象国・地域








品目数 51 9 16（HS1998/92）8（SITC Rev. 2） 20 97, 21
（出所）筆者作成（2015年 4 月17日現在）。OECDについては，OECD STAN Database（IITI）および OECD StatExtracts





























































































　本研究では，「産業内貿易指数」（Intra-Industry Trade Index: IITI）（グルーベル＝ロイド指数）お














　　　（0 ≤ IITIirs ≤ 1）
　（0.1）式から明らかなとおり，産業内貿易指数（IITIirs）は， 0と 1の間の値をとる。r国に

























　顕示的比較優位指数（Index of Revealed Comparative Advantage：RCA指数）は，Balassa（1965）
によって提示され，各国・地域の産業（貿易品目）が特定の相手国・地域（輸出市場）において，
他産業と比較してどの程度比較優位をもっているかを表す指標とされる。一般的な RCA指数
は，以下の（0.2）式のように輸出市場としての s国における世界から s国への産業 iの総輸出















　（0.2）式における世界からの s国への産業 iの輸出額（Xi∙s＝∑r Xirs）および総輸出額（X∙・s＝
∑r∑i Xi
rs）は，すべての国からの s国への輸出額のデータが必要となるため，実際の計算に際し





























使用データ ⑴　World Trade Atlas⑵　UN Comtrade Database
対象期間 1995～2013年









　品目分類については，WTA より各国の輸出入データを HS 2 桁レベル（類，Chapter）で抽出
し，貿易指数を計算した。ただし，データ量が多くなるため，分析や本書への掲載に際しては，
21品目（部，Section）に統合した分類を使用して貿易指数を作成した。品目分類については，
「第 2部　データ編」の表 2に掲載している。また，本章の末尾に，第 1部において使用して
いる21品目の簡易名称を示したものを付表として掲載した。
〔注〕







ることができる顕示的対称比較優位指数（RSCA指数，Index of Revealed Symmetric Comparative 
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第 1部 動物性生産品 動物（生きているものに限る。）及び動物性生産品
第 2部 植物性生産品 植物性生産品
第 3部 油脂 動物性又は植物性の油脂及びその分解生産物，調製食用脂並びに動物性又は植物性のろう
第 4部 調製食料品 調製食料品，飲料，アルコール，食酢，たばこ及び製造たばこ代用品
第 5部 鉱物性生産品 鉱物性生産品
第 6部 化学 化学工業（類似の工業を含む。）の生産品
第 7部 プラスチック類 プラスチック及びゴム並びにこれらの製品
第 8部 皮革・装身具 皮革及び毛皮並びにこれらの製品，動物用装着具並びに旅行用具，ハンドバッグその他これらに類する容器並びに腸の製品
第 9部 木材及びその製品 木材及びその製品，木炭，コルク及びその製品並びにわら，エスパルトその他の組物材料の製品並びにかご細工物及び枝条細工物
第10部 パルプ・紙製品 木材パルプ，繊維素繊維を原料とするその他のパルプ，古紙並びに紙及び板紙並びにこれらの製品
第11部 繊維及びその製品 紡織用繊維及びその製品
第12部 履物・帽子類 履物，帽子，傘，つえ，シートステッキ及びむち並びにこれらの部分品，調製羽毛，羽毛製品，造花並びに人髪製品
第13部 セメント類 石，プラスター，セメント，石綿，雲母その他これらに類する材料の製品，陶磁製品並びにガラス及びその製品
第14部 貴金属製品 天然又は養殖の真珠，貴石，半貴石，貴金属及び貴金属を張った金属並びにこれらの製品，身辺用模造細貨類並びに貨幣
第15部 卑金属製品 卑金属及びその製品　
第16部 機械類
機械類及び電気機器並びにこれらの部分品並びに録音機，音声再生機　
並びにテレビジョンの映像及び音声の記録用又は再生用の機器並びにこ
れらの部分品及び附属品
第17部 輸送機器 車両，航空機，船舶及び輸送機器関連品　
第18部 精密機器類 光学機器，写真用機器，映画用機器，測定機器，検査機器，精密機器，医療用機器，時計及び楽器並びにこれらの部分品及び附属品
第19部 武器類 武器及び銃砲弾並びにこれらの部分品及び附属品
第20部 雑品 雑品
第21部 美術品等 美術品，収集品及びこつとう
（出所）筆者作成。

